
図１　癌罹患率の年次推移－女性（大阪府がん登録）

　

な癌でも早期に発見できるようになりました。職

場や住民検診で行われていますから、皆様も受け

られたことがあるでしょう。多くの人が検査を受

けられるように値段の安い簡単な間接撮影でまず

疑わしい人を探し出し、疑わしい人は直接撮影で

再検査をして確定診断をします。そのためステー

ジ１の早期で発見されることが多くなり早期に治

療を開始できるので、胃癌で亡くなる人が減った

のです。じつは、進行癌の治療成績はよくなく、

手術は行き着くとこまでいったという感があります。

　子宮癌に関しても、分泌物の採取が容易であり、

それを送ってもらったものを、臨床検査技師が細

胞診を実施して怪しい細胞を見つけるのです。こ

のことが早期発見につながるのです。これも２次

予防が功を奏したのだといえます。最近子宮癌も

増えていますが、子宮癌も軽い症例で見つかって

おり、全摘しなくてもいいケースが多く、子宮の

一部をとるだけでいいことがあります。細胞診の

力は大きいのです。この２つの癌と同じように、

ほかの癌も早期発見早期治療ができたらいいのです。

　大腸癌の場合は便の中に微量存在する血液を見

る検査（便潜血反応）を行いますが、感度があま

りよくなく不十分と言われています。

　皆さんこんにちは。本日のセミナーの講師をつ

とめます大阪大学の松浦です。本日のテーマは「癌

の防ぎ方、見つけ方」です。高齢化社会が進むに

つれて、癌で亡くなる方が増えています。しかし

一方では、不幸に癌ができた場合でも、早期に発

見すれば多くの癌が治っています。とはいえ癌は

強敵です。気を抜くことなく癌という病気を知り、

生活の質を高めた人生を送りたいものです。癌は

体のいろいろな場所に発生します。時代とともに

変化してゆく、いろいろな癌の種類の罹患率から

入りたいと思います。

●罹患率と治癒率の推移

　図１に癌の罹患率の推移を示しています。これ

を見ると多くの癌が増加している事がわかりますが、

胃癌と子宮癌だけは横這いです。胃癌も子宮癌も

発症率はほとんど変わらないが図２に示したよう

に死亡率が減っているのは、医療が向上している

からです。喜ばしいことだといえます。これは先

人の努力、とりわけ早期発見の検査にかかわる医

師や検査技師の努力の賜物です。この二つの癌は、

治療方法が向上しただけではなく、早期発見がで

き早期治療が可能になったことによるので、この

ことはすなわち２次予防が成功しているといえる

のです。

　胃癌の場合はレントゲン検査が普及して、小さ
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図２－１　部位別癌死亡率の推移
　　　　（1958－2005年、
　　　　　左：男性、右：女性）。
　　　　　大腸癌は結腸癌と直腸癌に
　　　　　分けて表示している。
　　　　（資料：国立がんセンター
　　　　　がん対策情報センター）

図２－２　部位別癌罹患率の推移
　　　　（1975－2001年、
　　　　　左：男性、右：女性）。
　　　　　大腸癌は結腸癌と直腸癌に
　　　　　分けて表示している。
　　　　（資料：国立がんセンター
　　　　　がん対策情報センター）

その前立腺癌は血液検査で検診がなされています。

●癌を防ぐためには

　次に、一次予防は癌になることを防ぐための方

法であり、普段からどのような生活習慣をするべ

きかを示しています。

　表２に野菜の摂取と胃癌の発生率との関係がま

とめられています。相対危険率が１より小さけれ

ば癌になりにくいことを示しています。日本では

緑黄色野菜を取ると胃癌の発生率は0.6倍、生野

菜だと0.8倍、中国では新鮮野菜で0.4倍となっ

ています。野菜を食べないより食べたほうが胃癌

になりにくいことを示していますし、高塩食品・

食塩と胃癌発生率との関係は、表３を見てください。

塩辛いものをたくさん食べると胃癌の発症するリ

スクが高くなることがわかります。

　表４では喫煙と飲酒と食道癌について示しました。

喫煙しないで飲酒しない人が発症するのを１とす

ると毎日25本以上喫煙して毎日焼酎かウィスキ

ーを飲む人は6.4倍食道癌を発症するリスクが高

くなるのです。またその下の表５では肉食をする

　

　表１の部位別一次予防二次予防の表を見てくだ

さい。

　厚生労働省が決めたガイドラインが二次予防に

記されています。胃癌は40歳以上でバリウム検査、

大腸がんは便潜血反応、肺癌はX線検査と喀痰検査、

乳がんは30歳以上で、マンモグラフィー検査と

自己診断、子宮頸癌は細胞診を20歳以上で実施

するようにしています。

　メジャーの癌はこれ以外に、前立腺癌があり、
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表１ 部位別，一次予防，二次予防

部　位

胃がん 過剰塩分摂取の
制限
脂肪摂取制限，
適度な運動
飲酒，肝炎ウイ
ルス感染予防
禁煙が極めて効
果的
中年期の肥満防
止，適度な運動

乳頭腫ウイルス
感染予防

バリウム造影法
を４０歳以上
便潜血反応を４０
歳以上
早期診断・治療
が容易でない
胸部Ｘ線，喀痰
検査を４０歳以上
マンモグラフィ
ー，自己診を３０
歳以上
パパニコロウ細
胞診を３０歳以上

結・直腸がん

肝臓がん

肺がん

子宮頸がん

乳がん

一次予防 二次予防の
ための検診



表７

表２

表６

表５

表４

表３

　

非喫煙の夫の場合を１とすると、以前に吸ってい

たとか、１日19本以下だと1.7倍、25本以上

だと2.4倍妻が肺癌になる割合が高くなります。

●癌の疫学的研究

　以上のような疫学的な研究は多くされてきてい

ます。おおむねこれはリスクを上げる、これは下

げるということがかなり評価されてくるようにな

りました。表７には大腸癌といろんな生活習慣が

あげられており、食べ物や運動習慣のかかわりを

示しました。世界の癌協会が使っている区分で確

実(convincing)・濃厚かなりそれらしい(probable)・

可能性がある(possible)・不十分（insufficient）

　　

と結腸癌発生率が高くなる関係を示しています。

　受動喫煙が問題になっていますが、表６では夫

の喫煙習慣と妻の肺癌での死亡率を示しました。
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表９　がんの危険要因

タバコ

アルコール

食生活

食品添加物

生殖・性生活

職業

環境汚染

地球環境

感染症

医薬品・医療行為

その他

30

3

35

1

7

4

3

3

10

1

3

　

ただ食事の因子は複雑でそう簡単にいくことでは

ないです。かつて日本では、塩分が高くてあっさ

りした食事が多かったので胃癌の発症が高かった

のですが、現代はこってりとした脂っこい食事が

多くなり胃癌の代わりに結腸癌が増えてきました。

また相反することもあります。

　子宮けい癌と乳癌は危険因子が相反しているの

ですが、乳癌は少産の方がなりやすく、子宮癌は

多産の方がなりやすいのです。

　平凡なことなのですが運動と食生活の改善が重

要です。食生活も特定の食物をさけることは困難

なので、また、食品の中に何が入っているかわか

らない時代なので、いくら避けようとしてもあや

しいものが入っているとどうしようもありません。

同じものばかり食べていると危険因子が蓄積して

悪さをすることが懸念されます。よって、食生活

はいろんなものを万遍なく食べるのが現実的には

いいと思います。

　いま、日本で一番の長寿の県は長野県です。男

性が１位、女性が２位なのです。またこの県は高

齢者が働いている割合も日本一なのです。元気な

年寄りが多くて長寿なので理想的な県なのです。

医者がもうけ主義に走らないから長寿であるとい

う説もありますが、医療費が一番低いのもこの長

野県です。なぜ長野県が長寿なのか、よくわから

ないので「長野の不思議」と言われていますが、

恐らくは生活習慣がいいのでしょう。食生活も、

野沢菜がいいとか山菜がいいという説があり、色々

な野菜の効果を調べてみてもこれが良いと言う結

の４段階に分けています。予防するものとしては

野菜が有効ですがくだものは良いという報告はあ

りません。それに運動をよくすれば大腸癌に予防

効果があります。大腸癌の危険因子としては、疑

いが濃厚なものとしてアルコール・赤身の肉があ

げられています。

　表８では乳癌についてあげています。乳癌では

野菜・果物がリスクを低下させますし運動もリス

クを下げています。リスクを上げるものとしてホ

ルモンの関係で高身長があげられています。先ほ

どの表１にありましたように一次予防として胃癌

は過剰な食塩摂取を制限し、大腸癌は脂肪摂取の

制限と適度な運動が推奨されています。

　肝臓癌は酒の飲み過ぎを避けることでリスクを

抑えることができます。ただ、肝臓の場合はＣ型

肝炎ウイルスが最も重要で、これに感染していな

い人はウイルス感染を予防すること、ウイルスを

保持している方は除去することが大事です。肺癌

はまず禁煙することです。乳癌は肥満を防止し、

運動をすることがリスクを下げます。子宮癌はセ

ックスに伴うウイルス感染で起こることが分かっ

ていますので、決まった相手以外の場合は要注意

かもしれません。

　次の表９は、癌の危険要因を表しています。大

雑把に言うと癌を起こす要因として３割がタバコ、

アルコールと食品添加物を含めた食生活が４割く

らいになります。アルコールを含めた食生活とた

ばこを節制していただくだけで７割近く癌の発生

をおさえることができるということになります。

－ 7  －

表８ 食物，栄養と乳がんの関連性15）

確実
（convincing）

証拠の質 リスク低下

野菜，果物

コーヒー

コレステロール

単価不飽和脂肪
多価不飽和脂肪
レチノール
ビタミンＥ
鶏肉
紅茶

総脂肪
飽和脂肪 / 動物性脂肪
肉類

高体重
大人での体重増加
アルコール

成長が速い
大人での身長が高い

動物性蛋白質
DDT 残留物

運動
NSP＊1/ 食物線維
カロテノイド

ビタミンＣ
イソフラボン＊2 

リグナン＊2 

魚

リスク上昇関連なし

濃厚
（probable）

可能性がある
（possible）

不十分
（insufficient）

＊1 non-starch polysaccharides　＊ 2 主に豆類，穀類に含まれる．



予防する化学予防の研究も盛んです。その分野で

アスピリンは大腸癌に効果があると外国で言われ

ています。日本ではどうなのかまだデータはあり

ませんが、いまわれわれも治験をやっており、た

ぶん効果があるという結果が出てくると思います。

　アスピリンは頭痛薬ですが、血小板を抑える作

用があり、安い薬なので、アメリカなどでは心筋

梗塞の予防のために多くの人が飲んでいます。そ

のようなアスピリンを飲んでいる人の大腸癌の発

症率をみると、飲んでない人と比較して低いこと

が判明しているのです。アスピリンがなぜ効くか

というと風邪薬と同じ原理ですが、ある酵素を抑

えて、プロスタグランジンをつくらなくするので

はないかと考えられています。

　薬で予防しようとする場合、何歳から飲み始めて、

いつまで飲み続ければよいのか判断が難しいです。

ですので、薬で予防する場合は、ハイリスクな患

者さんに服薬を勧めることになります。

　ハイリスクな患者さんというのは、様々な因子

から癌の発症の可能性の高い方ということになり

ます。たとえば、乳癌では母親が乳癌の場合は約

2倍、母と姉が乳癌の場合15倍発症する確率が

高いという統計があるのです。また、右に乳癌が

発症したら左に乳癌が発症するリスクも高くなり

ます。大腸癌でも様々な発症リスクを上げる因子

がわかっていますので、そのような患者さんに、

アスピリンの投与を考えることになります。

（質問３）

　「病理検査のとき注射器で細胞を採取しますが、

それで癌細胞がばらばらになって、転移する心配

はないのですか。」

（松浦先生）

　かつてそのように懸念された時代がありますが、

長年の研究の結果、そのような心配はないと結論

が出ています。手術のときに、患部を触り過ぎて、

癌細胞を飛び散らせる可能性は皆無ではないので

十分注意しています。

果は出ていません。多分、長野県の人たちは全体

的な野菜の摂取量が多いというのがいいのでしょう。

つまり、色々な種類の野菜を取ることがいいのです。

癌を防ぐのは容易じゃないですが、いろいろな食

品をとって、塩分と脂っこい物をできるだけ減ら

すことが大事です。このことは心血管や脳血管の

病気の予防にもなります。タバコは当然やめたほ

うがいいです。アルコールはちょっとくらいなら

循環器の病気には良いというデータがありますが、

癌には飲まないほうがいいです。ただお付き合い

もあることなのでアルコールはほどほどにしてい

ただければと思います。運動はしっかりやること

が大事です。それと早期発見も大切ですから、こ

こに書かれてある２次健診を受けることも重要です。

　癌になっても、早く見つければ治る可能性が高

いのです。手術はしないに越したことはないですが、

癌が見つかれば、気持ちを切り替えて、早く手術

を受けて治すことを考えてください。早ければ早

いほど治療成績はいいのですから。

（質問１）

　「すい臓癌についてお尋ねします。みつけにくい

し、なおりにくいと聞いていますが、予防法はな

いのでしょうか」

（松浦先生）

　すい臓癌は治癒率が最も悪く、何とかしなけれ

ばならない癌ですが、1次予防も、2次予防も確

立していません。

　タバコやアルコールをやめたからといって、膵

癌は予防できるとはいえません。

　すい臓癌は世界中で、多くの人が取り組んでい

るところなのですが、まだ十分なデータが出てい

ません。

（質問２）

　「バッファリンを飲んでいると消化器系の発癌率

が減るときいたことがあるが。」

（松浦先生）

　一次予防には生活習慣を節制するほかに、薬で
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